
福岡県宗像市、宗像四塚連山のひとつである城山（じょうやま）の麓に位置する「城山（じょうざん）中学校」は、2024（令和6）年に新校舎が完成。バリアフリーや多様性に配慮したトイレ計画を建物全体で実施した。

水まわりの特長
建物の特徴
福岡県宗像市の東部に位置する「宗像市立城山（じょうざん）中学校」は、築後50年以上が経過し、老朽化が著しいことから、2024（令和6）年に建替え。本校は、大学などの教育環境が充実する「JＲ鹿児島本線 教育大前駅」に近く、交通の利便性が高いことから人が集まりやすい場所であるため、計画に際しては、生徒をはじめ教職員や保護者、周辺地域のコミュニティ運営協議会などの代表員によって構成されたワークショップを開催して意見を反映。その結果、学校施設は生徒のための施設であると同時に、社会体育施設や災害避難所となるなど、地域住民のための施設でもあるという考えのもと、新校舎はあらゆるニーズに対応できるよう、バリアフリーや防災に配慮された計画が建物全体で実施された。

トイレの特長
特にトイレは、多様な利用者のニーズに対応するよう、バリアフリーや多様性に配慮。これまでの男女別トイレに加え、そのほかの選択肢を用意して「自由に選べる」ように、建物全体でさまざまなトイレが整備された。なかでも、体育館と図書館に隣接する「どこでもトイレ」は、バリアフリートイレとともに体育館が災害避難所となった際に開放されるトイレとなるため、柔軟な対応ができる男女の区別をしない全個室型のトイレとし、校舎内の一般トイレよりもウォシュレットなどの設備を充実させ機能を強化した。また、使用シーンに配慮、ブースの配置をずらして出入りがわかりにくいようにするなど、心身ともに成長に個人差がでやすい中学生の時期に、他人を気にすることなく安心して利用できるようにしている。

どこでもトイレは、だれでもどこでも自由に選んで使えるよう、男女共用の全個室型のトイレ。災害時には、避難者の性別構成に応じてエリアを分けたり、最奥の3室は更衣室にも転用でき、柔軟な運用が可能となっている。

建築概要
名称	 宗像市立城山（じょうざん）中学校
所在地	 福岡県宗像市陵厳寺1-13-1
施主	 宗像市
設計・施工	 安藤ハザマ・占部・ビルディングDr.・大建設計建設工事共同企業体
竣工年月	 2024年12月
敷地面積	 37,253.94㎡
建築面積	 4,219.22㎡
延床面積	 10,913.27㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造・地上4階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS49*系／ウォシュレットP：TCF589A
スペア付紙巻器：YH150*系／チャームボックス（汚物入れ）：YKB104
壁掛手洗器：LSE570*／フィッティングボード：YKA41R

すべての個室トイレにウォシュレットを完備。必要な設備のトイレを選べるよう、トイレのドアに設備のピクトグラムを掲示。フィッティングボードは、体育などでの着替えの際、ひとりで着替えたい場合にも利用できる。最奥の個室トイレは、用足しから手洗いまでを個室内で行える個室完結型トイレ。フィッティングボードや鏡なども設置し、着替えや身だしなみへの配慮も充実させている。個室トイレのドアは、カラフルな色彩を採用し、トイレ空間を明るく楽しく演出する。個室トイレは、ブース材ではなく壁で区切ることで、音やにおいなどのプライバシーにも配慮している。

体育館と図書館に隣接するトイレは、男女の区別なく自由に選んで使える全個室型の男女共用トイレとし、名称を「どこでもトイレ」とした。入口にはトイレの配置とトイレ内の設備がひと目でわかるサインを大きく掲示。

より地域と連携を図っていくために、敷地内、校舎入口近くに地域連携室を設置。学校の運営とは別にすることで、休祝日に関わらず、地域住民がより活用しやすいように運営している。生徒が自由に利用できる図書館。どこでもトイレは、日中、図書司書が執務している図書館に隣接していることで、大人が近くにいる環境を作り、生徒は安心して利用することができるよう配慮している。体育館は、校舎と一体の建物。どこでもトイレは、その横に位置する。また災害時の拠点ともなるため、エアコンと輻射パネルを使って効率的に空間の温度を整え、停電時でも稼働できる空調システムを導入している。

入口から奥にすすむと通路が3つに分かれ、自分が使いたい通路が選べる。各個室トイレのドアは、通路から見えないようにずらして配置し、トイレの出入りの際に他人の視線が気にならないよう配慮している。
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どこでもトイレ 全体 入口から奥にすすむと通路が3つに
分かれ、自分が使いたい通路が選べ
る。各個室トイレのドアは、通路から見
えないようにずらして配置し、トイレの
出入りの際に他人の視線が気になら
ないよう配慮している。

体育館 体育館は、校舎と一体の建物。どこで
もトイレは、その横に位置する。また災
害時の拠点ともなるため、エアコンと輻
射パネルを使って効率的に空間の温
度を整え、停電時でも稼働できる空調
システムを導入している。

図書館 生徒が自由に利用できる図書館。どこ
でもトイレは、日中、図書司書が執務し
ている図書館に隣接していることで、
大人が近くにいる環境を作り、生徒は
安心して利用することができるよう配
慮している。

地域連携室 より地域と連携を図っていくために、
敷地内、校舎入口近くに地域連携室
を設置。学校の運営とは別にすること
で、休祝日に関わらず、地域住民がよ
り活用しやすいように運営している。

どこでもトイレ 入口 体育館と図書館に隣接するトイレは、
男女の区別なく自由に選んで使える
全個室型の男女共用トイレとし、名称
を「どこでもトイレ」とした。入口にはトイ
レの配置とトイレ内の設備がひと目で
わかるサインを大きく掲示。

どこでもトイレ 全体 個室トイレのドアは、カラフルな色彩を
採用し、トイレ空間を明るく楽しく演出
する。個室トイレは、ブース材ではなく
壁で区切ることで、音やにおいなどの
プライバシーにも配慮している。

どこでもトイレ 最奥の個室トイレは、用足しから手洗
いまでを個室内で行える個室完結型
トイレ。フィッティングボードや鏡なども
設置し、着替えや身だしなみへの配慮
も充実させている。

どこでもトイレ すべての個室トイレにウォシュレットを
完備。必要な設備のトイレを選べるよ
う、トイレのドアに設備のピクトグラムを
掲示。フィッティングボードは、体育など
での着替えの際、ひとりで着替えたい
場合にも利用できる。

建築概要
名称	 宗像市立城山（じょうざん）中学校
所在地	 福岡県宗像市陵厳寺1-13-1
施主	 宗像市
設計・施工	 安藤ハザマ・占部・ビルディングDr.・大建設計建設工事共同企業体
竣工年月	 2024年12月
敷地面積	 37,253.94㎡
建築面積	 4,219.22㎡
延床面積	 10,913.27㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造・地上4階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS49*系／ウォシュレットP：TCF589A
スペア付紙巻器：YH150*系／チャームボックス（汚物入れ）：YKB104
壁掛手洗器：LSE570*／フィッティングボード：YKA41R

どこでもトイレ図面
どこでもトイレは、だれでもどこでも自由に選んで使えるよう、男女共用の全個室型
のトイレ。災害時には、避難者の性別構成に応じてエリアを分けたり、最奥の3室は
更衣室にも転用でき、柔軟な運用が可能となっている。

水まわりの特長
建物の特徴
福岡県宗像市の東部に位置する「宗像市立城山（じょうざん）中学校」は、築後
50年以上が経過し、老朽化が著しいことから、2024（令和6）年に建替え。本校は、
大学などの教育環境が充実する「JＲ鹿児島本線 教育大前駅」に近く、交通の
利便性が高いことから人が集まりやすい場所であるため、計画に際しては、生徒
をはじめ教職員や保護者、周辺地域のコミュニティ運営協議会などの代表員に
よって構成されたワークショップを開催して意見を反映。その結果、学校施設は生
徒のための施設であると同時に、社会体育施設や災害避難所となるなど、地域
住民のための施設でもあるという考えのもと、新校舎はあらゆるニーズに対応でき
るよう、バリアフリーや防災に配慮された計画が建物全体で実施された。

トイレの特長
特にトイレは、多様な利用者のニーズに対応するよう、バリアフリーや多様性に配
慮。これまでの男女別トイレに加え、そのほかの選択肢を用意して「自由に選べる」
ように、建物全体でさまざまなトイレが整備された。なかでも、体育館と図書館に隣
接する「どこでもトイレ」は、バリアフリートイレとともに体育館が災害避難所となった
際に開放されるトイレとなるため、柔軟な対応ができる男女の区別をしない全個室
型のトイレとし、校舎内の一般トイレよりもウォシュレットなどの設備を充実させ機能
を強化した。また、使用シーンに配慮、ブースの配置をずらして出入りがわかりにく
いようにするなど、心身ともに成長に個人差がでやすい中学生の時期に、他人を
気にすることなく安心して利用できるようにしている。

外観 福岡県宗像市、宗像四塚連山のひ
とつである城山（じょうやま）の麓に位
置する「城山（じょうざん）中学校」は、
2024（令和6）年に新校舎が完成。バ
リアフリーや多様性に配慮したトイレ
計画を建物全体で実施した。
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